
水に関する意識について

（1） 水道の水源の認知状況

問５ あなたの使っている水道の水源は何かご存知ですか。

あてはまるものに１つに○をつけてください。

　水道の水源の認知状況は、「知っている（水源の河川やダム名まで知っている）」

人が49.8％で、５割弱になっている。これに「ある程度知っている（水源が河川な

どであることは知っている）」（34.2％）を合わせた『知っている』計の割合は

84.0％で、８割を超えている。

　一方、「知らない」は9.0％、「水道水は使っていない（井戸水や湧水など自家

水源）」は6.1％となっている。

2

全　体
（n=789）

知っている
（水源の河川
やダム名まで
知っている）
49.8%（393人）

ある程度知っている
（水源が河川
などであること
は知っている）
34.2%（270人）

知らない
9.0%
（71人）

水道は使ってい
ない（井戸水
や湧水など
自家水源）
6.1%（48人）

無回答
0.9%
（7人）

　知っている『計』　84.0%
　　　　　　　 　（663人）
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【参考　前回平成22年度調査との比較】

　「知っている（水源やダム名まで知っている）」（今回調査49.8％、前回調査

43.8％）の割合は、今回調査の方が高くなっている。

43.8%
（346人）

49.8%
（393人）

34.2%
（270人）

39.0%
（308人）

9.0%
（71人）

10.0%
（79人）

6.1%
（48人）

4.3%
（34人）

2.9%
（23人）

0.9%
（7人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0%

今回調査
（n=789）

前回調査
（n=790）

知っている（水源の河川や
ダム名まで知っている）

ある程度知っている（水源が河川
などであることは知っている）

知らない 水道は使っていない（井戸水
や湧水など自家水源）

無回答

　言葉を知っている『計』
　　今回調査　　　　　　　　　84.0％（663人）
　　前回調査（平成22年度）　　82.8％（654人）
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（2） 水についての心配や不安

問６ あなたは、水についての心配や不安を感じたことはありますか。

あてまるものにいくつでも○をつけてください。

　水について感じたことがある心配や不安は、「放射性物質による水や水生生物の汚
染」（80.1％）が最も多く、８割となっている。次いで「災害時の飲料水の確保」
（62.5％）が６割強で続き、以下、「水道水の水質悪化」（56.3％）、「集中豪雨な
ど、雨による災害の発生」（45.6％）、「河川などの水質の悪化」（45.4％）、「環
境の悪化による水生動植物の減少」（23.6％）、「河川水や井戸水などの水道水源の
枯渇」（22.1％）の順となっている。

全　体
（n=789）

0.5%
（4人）

1.0%
（8人）

0.5%
（4人）

10.9%
（86人）

45.6%
（360人）

18.5%
（146人）

22.1%
（174人）

62.5%
（493人）

45.4%
（358人）

23.6%
（186人）

56.3%
（444人）

80.1%
（632人）

0.0% 25.0% 50.0% 75.0% 100.0% 

放射性物質による水や水生生物の　
汚染　　　　　　　　　　　　　　

災害時の飲料水の確保　　　　　　

水道水の水質悪化　　　　　　　　

集中豪雨など、雨による災害の発生

河川などの水質の悪化　　　　　　

環境の悪化による水生動植物の減少

河川水や井戸水などの水道水源の　
枯渇　　　　　　　　　　　　　　

少雨による水不足の発生　　　　　

地盤沈下を伴うような地下水の過剰
なくみ上げ　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　
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【参考　前回平成22年度調査との比較】

　前回調査は「河川などの水質の悪化」の割合が最も高かったが、今回調査では、

新設された選択肢「放射性物質による水や水生生物の汚染」が最も高く、２位以下

も前回調査とは順位に変化が見られる。

0.5%（4人）

1.0%（8人）

0.5%（4人）

10.9%（86人）

18.5%（146人）

22.1%（174人）

62.5%（493人）

45.4%（358人）

23.6%（186人）

56.3%（444人）

80.1%（632人）

45.6%（360人）

2.7%（21人）

1.1%（9人）

9.5%（75人）

9.4%（74人）

17.0%（134人）

14.7%（116人）

39.6%（313人）

54.6%（431人）

31.8%（251人）

49.5%（391人）

43.2%（341人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

放射性物質による水や水生生物の　
汚染（前回選択肢なし）　　　　　

災害時の飲料水の確保　　　　　　

水道水の水質悪化　　　　　　　　

集中豪雨など、雨による災害の発生

河川などの水質の悪化　　　　　　

環境の悪化による水生動植物の減少

河川水や井戸水などの水道水源の　
枯渇　　　　　　　　　　　　　　

少雨による水不足の発生　　　　　

地盤沈下を伴うような地下水の過剰
なくみ上げ　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　

今回調査
（n=789）

前回調査
（n=790）
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（3） 震災後、水に親しむ場所

問７ あなたは、震災後、どのような場所で水に触れて水と親しんでいますか

（水遊びや魚釣りなどを含む）。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

　水に触れて親しんでいる場所は「身近な河川」（26.0％）が最も多い。次いで

「公園」（16.9％）が続き、以下「水田」（15.0％）、「渓流、滝」（11.8％）、

「水路、お堀」（10.1％）、「湖沼、沼」（9.6％）、「海」（8.0％）となって

いる。

　また、「特にない」が37.0％となっている。

全　体
（n=789）

2.8%
（22人）

37.0%
（292人）

6.6%
（52人）

8.0%
（63人）

15.0%
（118人）

10.1%
（80人）

9.6%
（76人）

16.9%
（133人）

11.8%
（93人）

26.0%
（205人）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 

身近な河川

公園　　　

水田　　　

渓流、滝　

水路、お堀

湖沼、沼　

海　　　　

その他　　

特にない　

無回答　　
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【参考　前回平成22年度調査との比較】

　ほとんどの項目で前回調査に比べて割合が低くなり、順位にも変化が見られる。

「海」「身近な河川」「湖沼、沼」は特に割合が低くなっており、一方、「特にな

い」の割合が高くなっている。

2.8%（22人）

37.0%（292人）

6.6%（52人）

8.0%（63人）

15.0%（118人）

10.1%（80人）

9.6%（76人）

16.9%（133人）

11.8%（93人）

26.0%（205人）

2.9%（23人）

24.3%（192人）

1.6%（13人）

28.1%（222人）

19.7%（156人）

10.6%（84人）

20.0%（158人）

21.5%（170人）

17.7%（140人）

40.3%（318人）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 

身近な河川

公園　　　

水田　　　

渓流、滝　

水路、お堀

湖沼、沼　

海　　　　

その他　　

特にない　

無回答　　

今回調査
（n=789）

前回調査
（n=790）
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（4） 水との触れ合い方の変化

問８ あなたは、震災により、水との触れ合い方に変化はありましたか。

（水遊びや魚釣りなどを含む）

あてはまるものに１つに○をつけてください。

　水との触れ合い方は「特に変わらない」（53.1％）と回答した人が最も多く、５割

強となっている。「水と触れ合う機会が減った」が29.8％、「水と触れ合う機会が増

えた」が1.0％、「水辺に近寄りたくない」が13.9％となっている。

全　体
（n=789）

無回答
2.2%
（17人）

水辺に近寄り
たくない

13.9%（110人）

水と触れ合う
機会が増えた
1.0%（8人）

水と触れ合う
機会が減った
29.8%（235人）

特に変わらない
53.1%（419人）
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（5） 「水」に関わる活動への参加状況

問９ あなたは、震災後、「水」に関わる地域活動やボランティア活動に参加して

いますか。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

　「水」に関わる活動への参加状況は「参加していない」（60.1％）が最も多く、６

割となっている。

　参加している活動は、「河川や水路のゴミ拾いなどの美化活動」（19.8％）と「河

川や水路の草刈りなどの管理活動」（19.1％）が２割弱となっているが、その他の項

目はいずれも割合がわずかである。

全　体
（n=789）

5.6%
（44人）

3.0%
（24人）

60.1%
（474人）

0.9%
（7人）

0.5%
（4人）

2.2%
（17人）

1.3%
（10人）

2.3%
（18人）

19.1%
（151人）

0.9%
（7人）

19.8%
（156人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

河川や水路のゴミ拾いなどの美化
活動　　　　　　　　　　　　　

河川や水路の草刈りなどの管理　
活動　　　　　　　　　　　　　

水についての勉強会や交流会　　

水に関するお祭りやシンポジウム
などのイベント　　　　　　　　

水辺の生き物の保護活動や観察会

水質調査や水生生物調査などの　
調査活動　　　　　　　　　　　

植林や水源地域の森林を守る活動

その他　　　　　　　　　　　　

参加していない　　　　　　　　

以前は「水」に関する地域活動や
ボランティア活動に参加していた
が、震災後は参加していない　　

無回答　　　　　　　　　　　　
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【参考　前回平成22年度調査との比較】

　選択肢に変更があるが、前回調査と比べ、「水」に関わる活動への参加割合が全体

的に減少している。特に、「水辺の生き物の保護活動や観察会」と「水質調査や水生

生物調査などの調査活動」、「植林や水源地域の森林を守る活動」は減少割合が大き

い。

5.6%（44人）

3.0%（24人）

60.1%（474人）

0.9%（7人）

0.5%（4人）

2.2%（17人）

2.3%（18人）

1.3%（10人）

19.1%（151人）

19.8%（156人）

0.9%（7人）

6.2%（49人）

59.1%（467人）

0.4%（3人）

2.0%（16人）

2.3%（18人）

2.5%（20人）

2.7%（21人）

20.6%（163人）

23.7%（187人）

3.2%（25人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

河川や水路のゴミ拾いなどの美化
活動　　　　　　　　　　　　　

河川や水路の草刈りなどの管理　
活動　　　　　　　　　　　　　

水についての勉強会や交流会　　

水に関するお祭りやシンポジウム
などのイベント　　　　　　　　

水辺の生き物の保護活動や観察会

水質調査や水生生物調査などの　
調査活動　　　　　　　　　　　

植林や水源地域の森林を守る活動

その他　　　　　　　　　　　　

参加していない　　　　　　　　
（前回調査選択肢なし）　　　　

特にない（今回調査選択肢なし）

以前は参加していたが、震災後は
参加していない（前回調査なし）

無回答　　　　　　　　　　　　

今回調査
（n=789）

前回調査
（n=790）
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（6） 「水」を利用していくために取り組みたいこと

問10 あなたは、将来にわたって水を利用していくために、自分で取り組みたいと

思っていることがありますか。

あてはまるものにいくつでも○をつけてください。

　「水」を利用していくために取り組みたいことは、「水を汚さないよう生活排水に

注意する」（78.5％）が最も多く、次いで、「水を無駄に使わない」（72.2％）、

「河川や水路にごみを捨てない」（67.7％）が続いている。以下、「地域の身近な小

川や水路の清掃などに参加する」（24.5％）、「川や湖のごみ拾いなど水環境の保全

活動に参加する」「水環境や水問題について学習する」（各12.5％）、「放射性物質

の除染活動に参加する」（11.9％）、「水環境や保全活動を行う基金などへ募金する」

（8.1％）、「森林を整備する活動へ参加する」（2.7％）となっている。

全　体
（n=789）

0.1%
（1人）

3.0%
（24人）

0.5%
（4人）

11.9%
（94人）

12.5%
（99人）

8.1%
（64人）

24.5%
（193人）

2.7%
（21人）

67.7%
（534人）

12.5%
（99人）

72.2%
（570人）

78.5%
（619人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 

水を汚さないよう生活排水に注意
する　　　　　　　　　　　　　

水を無駄に使わない　　　　　　

河川や水路にごみを捨てない　　

地域の身近な小川や水路の清掃　
などに参加する　　　　　　　　

川や湖のごみ拾いなど水環境の　
保全活動に参加する　　　　　　

水環境や水問題について学習する

放射性物質の除染活動に参加する

水環境や保全活動を行う基金など
へ募金する　　　　　　　　　　

森林を整備する活動へ参加する　

その他　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　
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【参考　前回平成22年度調査との比較】

　今回調査、前回調査ともに、「水を汚さないよう生活排水に注意する」の割合が

最も高く、今回調査は前回調査に比べて、その割合も増加している。

　また、「森林を整備する活動へ参加する」の割合は、前回調査と比べ、減少して

いる。

0.1%（1人）

3.0%（24人）

0.5%（4人）

11.9%（94人）

8.1%（64人）

12.5%（99人）

24.5%（193人）

2.7%（21人）

67.7%（534人）

12.5%（99人）

72.2%（570人）

78.5%（619人）

2.2%（17人）

0.5%（4人）

0.4%（3人）

9.9%（78人）

7.1%（56人）

26.1%（206人）

6.8%（54人）

65.9%（521人）

18.1%（143人）

69.7%（551人）

69.9%（552人）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 

水を汚さないよう生活排水に注意
する　　　　　　　　　　　　　

水を無駄に使わない　　　　　　

河川や水路にごみを捨てない　　

地域の身近な小川や水路の清掃　
などに参加する　　　　　　　　

川や湖のごみ拾いなど水環境の　
保全活動に参加する　　　　　　

水環境や水問題について学習する

放射性物質の除染活動に参加する
（前回調査選択肢なし）　　　　

水環境や保全活動を行う基金など
へ募金する　　　　　　　　　　

森林を整備する活動へ参加する　

その他　　　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　

今回調査
（n=789）

前回調査
（n=790）
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